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１．研究計画の概要 

形質転換ニワトリ作出技術の開発は、卵白
中への医薬品等の有用物質の生産、遺伝子機
能の解析、さらにはニワトリ集団の遺伝的改
良など、多方面への応用が期待されている。
本研究では、始原生殖細胞の培養条件を開発
・改良するため、フィーダー細胞の調整法の
検討、フィーダー細胞上での始原生殖細胞の
維持・増殖のための培養液の組成の改良、始
原生殖細胞への遺伝子導入法の検討、遺伝子
導入された始原生殖細胞の薬剤による選択条
件の解明、等を行う。そして、外来遺伝子が
導入された始原生殖細胞をレシピエント胚に
移植して、生殖系列キメラニワトリを介して
個体に再生するシステムを構築する。以上の
システムを用いて、ニワトリ個体への外来遺
伝子導入技術を開発する。 
 
２．研究の進捗状況 

(1)ニワトリ初期胚より採取した始原生殖
細胞を、ニワトリ初期胚およびマウス初期胚
由来線維芽細胞をフィーダー細胞として培
養する方法と、浮遊培養による方法について
検討した。いずれの方法においても始原生殖
細胞は増殖し、コロニーを形成した。これら
の培養始原生殖細胞は、生殖細胞を認識する
抗体である抗 CVH 抗体で染色され、生殖系
列細胞としての性質を有していたことが示
された。これらの培養始原生殖細胞をレシピ
エント胚へ移植したところ、一部の細胞で生
殖隆起への移住が認められたものの、他の多
くの細胞では移住能を失ってしまっていた。 

(2)始原生殖細胞の移植により作製した生
殖系列キメラニワトリにおける生殖細胞の
置き換え率を向上させるため、レシピエント

胚のもつ内在性始原生殖細胞の除去を試み
た。放卵直後の受精卵に生殖細胞の増殖性を
抑制する薬剤である「ブスルファン」を投与
したところ、始原生殖細胞の移植により作出
した生殖系列キメラニワトリにおけるドナ
ー細胞由来の後代の割合が向上した。今後さ
らに成績を安定させるため、投与量等の検討
を行う必要がある。 

(3)培養始原生殖細胞に GFP 遺伝子導入処
理を行った結果、50%以上の効率で導入する
ことができた。さらに、薬剤選択により GFP
遺伝子を発現する培養始原生殖細胞の集団
を作出することができた。これらの細胞をさ
らに培養した結果、GFP 遺伝子陽性細胞のコ
ロニーが形成された。GFP 遺伝子を発現する
培養始原生殖細胞をレシピエント胚へ移植
した結果、一部の細胞ではあるが、生殖巣へ
の導入が認められた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
始原生殖細胞の培養、遺伝子導入、さらに

遺伝子導入された細胞の選択とレシピエン
ト胚生殖巣への導入、という一連の手法はほ
ぼ確立することができた。ただし、始原生殖
細胞の培養に関しては更なる改良が必要と
思われる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
始原生殖細胞の培養に関し、未分化状態を

維持できる培養条件の検討がさらに必要で
あるため、今後重点的に取り組む必要がある。
そして、改良された培養法を用いて、始原生
殖細胞を利用したニワトリへの遺伝子導入
技術を完成させる予定である。 
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